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「食べる」「飲み込む」 リハビリの流れ

お口の健康を守るパタカラ体操

言語聴覚士がお伝えします

はじめよう！ やってみよう！ お口の体操
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お困りごとや食事・水分の接種状

況を聞き取ります。

例）食事場面の評価・飲み込み

　　テストなど。

例）口腔ケアや嚥下関連の筋力強

　　化、食形態のアドバイスなど。

　昨年は、浅草病院訪問リハビリテーション

をご利用いただきありがとうございます。

　新しい生活様式の中で、工

夫をしながら他職種で話し合

うことや情報共有をしてまい

りました。

　「住み慣れたところで生き生

きと暮らせるように」スタッ

フ一丸となり、昨年よりバージョンアップを

して地域の皆様を支えてまいります。ぜひ、

在宅のことで「困ったら浅草病院訪問リハ」

とお気軽にご相談下さい。今年もどうぞよろ

しくお願い申し上げます。

　　　浅草病院訪問リハビリテーション

　　　　　　　　　　　　　　スタッフ一同

年頭ごあいさつ

「新年 明けましておめでとうございます」

「食べる」「飲み込む」

こんなことはないですか？

言語聴覚士がお伝えします

●食事中にむせることがある
　むせ込みは嚥下障害を疑う重要な兆候です
●のどに違和感がある
　のどに食物が残るのは誤嚥の前段階です
●食後に声が変わる
　食べ物がのどに溜まることで声が変化します

●嗜好の変化がある
　パサパサしたものなど飲み込みにくいものを

避ける傾向があります
●食事量、水分摂取量が減った
　嚥下障害があると食事に時間がかかり摂取量

が減少します

「摂食・嚥下障害」とは、食べる・飲み込むがうまくできなくなっ
てします障害です。そのような状態が続くと誤嚥性肺炎が起こる
リスクも高くなります。

利用者様の思いや
現状を伺います ➡ ➡ 目標を決めて

リハビリを行います
専門的な評価
を行います

リ ハ ビ リ の 流 れ「食べる」「飲み込む」



専門的な評価から誤嚥性肺炎の
リスクを防ぐことができました。
食事を楽しめる環境をチームで
作ることができました。

訪問リハ事例

はじめよう！やってみよう！ お口の体操

●嚥下で使う機能を段階的に強化して
　プリンが食べられるようになった例●

お口の健康を守るパタカラ体操
食べ物を上手にのどの奥まで運ぶ一連の動作を鍛えるための
運動です。食事の前などに行うことをお勧めします。

唇を閉じて食べこぼさない「パ」

「タ」

「カ」

「ラ」

食べ物を押しつぶす・飲み込む

食べ物を食道へ運ぶ

食べ物を口腔内に運び飲み込みやすくする

破裂音の「パ」は、唇をしっかりと閉めて発音します。
唇は食べ物をお口の中に取り込んで、こぼさないようにする役割があります。唇を
閉める筋力を鍛え、食べ物をお口からこぼさないようにします。

「タ」は舌を上あごにしっかりとくっつけることで発音します。
口腔内で食べ物を噛む時や、噛み終えた食べ物を飲み込む時には、舌の全面が上あ
ごにグッとついていなくてはいけません。ついていないと、食べ物を押しつぶした
り、ゴックンと飲み込んだりすることができないためです。舌の筋肉のトレーニン
グになります。

「カ」はのどの奥に力を入れて、のどを閉めることで発音します。
食べ物を飲み込み、食道へ送るためには、一瞬呼吸を止めることが必要です。この
動きができなければ食べ物をスムーズに運ぶことができません。誤嚥せずに食べ物
を食道に送るトレーニングができます。

「ラ」は舌をまるめ、舌先を上の前歯の裏につけて発音します。
食べ物を口腔内まで運び、飲み込みやすいようにするためには、舌がよく動かなく
てはなりません。舌の筋肉のトレーニングができます。

　誤嚥性肺炎を繰り返していた方。嚥下障害が重度

のため入院中に胃ろうを造設し自宅退院となった。

退院後から言語聴覚士が訪問リハビリ週2回開始。

発声訓練や口の運動など段階的な嚥下で使う器官の

リハビリと、誤嚥肺炎予防の口腔ケアを行う。

　食事開始前に、歯科医師の「嚥下内視鏡検査」と

言語聴覚士の嚥下評価を合わせてご家族と多職種で

話し合い飲み込みやすい「プリン・ミキサー食」か

ら開始。言語聴覚士がご家族に介助方法のアドバイ

スを行いご家族との食事を楽しまれています。

「80歳代　男性　誤嚥性肺炎の再発」 <ご家族様より>

<ケアマネ様より>

好きなものを「おいしい」と笑顔
で食べているところを見るのはと
ても嬉しいです。
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〒 111-0024  東京都台東区今戸２-26-15
専用ダイヤル  ０３－５８２４－１８８８
メールアドレス　horeha@asakusa-hp.jp

営業日　＜月～土＞　8：30 ～ 17：30
休　日　日曜日・年末年始（平日の祝日は営業）

医療法人社団哺育会  浅草病院 リハビリテーション科

ご利用対象
■要支援（１・２）、要介護（１～５）
　認定されている方

■主治医から「訪問リハビリテーション
　が必要」と認められた方

※４０～６４歳までの方は、要介護状態になっ
た原因が 16 種類の特定疾病による場合

※６５歳以上で要介護認定の方は、原則として
介護保険適用

※年齢や特定疾病などにより、適用される保険
は異なります

訪問リハビリ利用開始までの流れ

かかりつけ医か担当の
ケアマネージャーに相談

浅草病院を受診
（リハビリ担当者と面談）

ご自宅へ訪問
（利用開始日はご相談させて
 いただきます）

➡

➡

訪問対象地域

当
院
よ
り
３
㌖
圏
内

（
圏
外
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

台東区・墨田区・荒川区

浅草病院

QR からもお気軽にお問合せください ➡


